
 

船舶事故調査報告書 

平成２８年１０月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２８年３月２０日 １２時１１分ごろ 

発生場所 愛知県西尾市佐久
さ く

島港内太
ふと

井
い

ノ
の

浦
うら

防波堤付近 

 佐久島港太井ノ浦防波堤灯台から真方位１９９°５００ｍ付近 

（概位 北緯３４°４２.９′ 東経１３７°０２.８′） 

事故の概要 プレジャーボートMOCA
モ カ

 &
アンド

 COLON
コ ロ ン

は、入航中、浅瀬に乗り揚げた。 

事故調査の経過 平成２８年６月２日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート MOCA & COLON、６.６トン 

 ２３５－５１４６６神奈川、ＦＳマイクロ株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 プロペラ軸の曲損、船底外板の擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 ６、視界 良好 

海象：波高 約０.３ｍ 

 事故の経過 本船は、佐久島港に向け、船首尾共に約０.６ｍの喫水で航行を開

始した。 

船長は、１年前から今回で３回目となる佐久島港に向けて、ＧＰＳ

機能付きの携帯電話を見ながら航行していたところ、同港の南に位置

する筒
つつ

島と佐久島とをつなぐ防波堤（以下「本件防波堤」という。）

付近で船底を擦ったのを感じた。 

本船は、本件防波堤に北側から接近中、行きあしがほぼ停止した状

態で本件防波堤付近の浅所に乗り揚げた。 

船長は、ふだん、ＧＰＳを接続したパソコンの電子海図を使用して

いたが、出航前、同パソコンの調子が悪かったので、代わりにＧＰＳ

機能付きの携帯電話を使用していた。 

 船長は、本事故後、着岸する予定の佐久島港太井ノ浦防波堤と本件

防波堤を間違えて航行していたことに気付いた。 

船長は、ＧＰＳ機能付きの携帯電話の画面は画像が粗く位置情報が

正確でないと本事故後に思った。 

 本船には、ＧＰＳプロッターが設置されていたが使用していなかっ

た。 

 本船は、乗り揚げに気付いた付近の漁船により救助され、佐久島港

に入港した。 

分析  

 

 本船は、佐久島港に入港中、船長が、本件防波堤を佐久島港太井ノ

浦防波堤と間違えて航行したことから、本件防波堤付近の浅所に乗り



 

揚げたものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、佐久島港に入港中、船長が、本件防波堤を佐久

島港太井ノ浦防波堤と間違えて航行したため、本件防波堤付近の浅所

に乗り揚げたものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・ＧＰＳプロッターの取扱い方法を確認し、活用すること。 

・事前に海図等で入港する港の着岸場所及び浅瀬等の位置を確認す

ること。 

 


